
 

 

Vol.3（７月号掲載） 

 

 

「私の第一印象って…。」 

 

私と夫が出会ったきっかけは、豊岡市主催の「婚活イベント」でした。そ

もそもは、母親に強引に勧められ嫌々ながらに参加したのですが。 

 イベントが始まってしばらくして、穏やかそうな一人の男性が話しかけて

きてくれました。緊張をとく穏やかな語り口に、「いい人そう」と私は気に

なり始めていました。 

 その後、話す人が変わり、交流ゲームや食事もありましたが、私の中では

この「やさしい彼」のみが気になります。「他の女の人と話して笑ってる」、

「その作業を彼と一緒にしたかったのに」と思いつつも、自分から近づくこ

とは出来ないまま、イベント終了の時間に。 

 最後に、連絡先を交換したい人にメルアドを書いたカードを渡すのですが、

私がカードを渡したのは、あの「やさしい彼」のみ。彼から私には来るのだ

ろうかとドキドキしていると、「来た！」。 

 その夜早速メールし、イベントの時の私の印象について聞いてみると、①

「黒ずくめの金髪女」（上下とも黒い服で、髪も明るめに染めていたので）

②「なんで運転手付き？なぞの組織の仲間？」（迎えに来てくれた私の父で

す！）③「これらを総合的に考えると、怪しい壺を買わされそうだ」（見た

目は派手でも、怪しい勧誘じゃないよ！） 

ずいぶん怪しまれながらも交際は始まり、今ではあの「やさしい彼」と結

婚５年目を迎えています。今思えば、勇気を出して参加して良かったと思い

ます。 

だしけぇさん（女性）結婚 5 年目 


